
１ 緒 言

近年、製品に対して製品本来の機能性だけでは

なく、美しさ、豊かさ、遊び心といった消費者の

心を感動させる価値・機能が求められるようにな

ってきている。この場合製品を構成する材料、中

でも材料表面の性状を決定する表面加工技術の果

たす役割は非常に大きい。以上のような観点から

我々は快適な製品づくりを支援するために、製品

と人間との接点部分（ヒューマンインターフェー

ス）の中で、特に製品の使い心地（ハートインタ

ーフェース）に着目し、材料表面のハートインタ

ーフェースについて「めっき」を用いて検討を行

っている。１）、２）

今回色彩と表面形状を同時に変化させためっき

試料について、パネラーによる好感度評価を行い、

好感度に影響を与える因子の抽出を行った。さら

に抽出された好感度影響因子と皮膜の色彩や表面

形状などの物理量との相関を考察し、使い手が好

感を持つめっき皮膜の作成技術について基礎的な

検討を行った。

２ 実験方法

２－１ めっき皮膜

評価に供した試料は３５�×６０�×０．５�の銅板

に以下の方法でめっきを行い作成した。表面形状

の調整として�膜厚２５µmの光沢ニッケルめっき

�膜厚２５µmの無光沢ニッケルめっき�＃２００の

エメリー紙によりヘアライン加工後膜厚２５µmの

光沢ニッケルめっき、以上の３種類の下地めっき

を行った。これらに当所で開発している Ni系着

色合金めっき膜を電着させ�～�の各表面形状に

対し無着色を含め６色づつ着色させ、計１８種類の

評価用試料を作成した。各試料の色彩、表面形状・

表面粗さを表１－１に、各色彩の測色色差測定に

よる a＊・b＊値を表１－２にそれぞれ示す。
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表１－１ 試料の色彩と表面形状との対応

表面形状
（Ra : µm） 薄水色 黄色 えんじ 青 黄緑 無着色

光沢めっき
（０．０２２３） � � � � � �

無光沢めっき
（０．１３４２） � � � 	 
 �

ヘアライン
（０．２４５６） �  � � � �
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２－２ めっき皮膜の評価

めっき試料の評価は評価部分を試料中心の２０�

×３０�とし、１８種の試料について、２８人を対象に

してそれぞれ６段階の選択肢（とても良い、良い、

どちらかというと良い、どちらかというと悪い、

悪い、とても悪い）からなる好感度調査を行った。

その結果を基に多変量統計解析を実施し、好感度

に影響を与える因子の抽出を行い、物理量との相

関を考察した。

３ 結果と考察

３－１ 主成分分析

調査結果から作成した度数分布表を表２に示す。

ここから２つの試料間の相関を相関係数として全

組み合わせについて求め、表３に示す相関表（相

関行列）を作成した。さらにここから主成分分析

を行い、好感度に影響を与える特定の試料群の特

性を表すと考えられる因子の抽出を行った。主成

分分析の結果から得られた因子の固有値と寄与率

を表４に示す。

固有値は、因子が変量何個分の情報量を持って

表１－２ 各色彩のａ＊・ｂ＊値

＊無光沢めっき試料で測定

表３ ２つの試料間の相関

表２ １８試料に対する好感度の分布

薄水色 黄色 えんじ 青 黄緑 無着色

ａ＊ －５．５４－３．０７１６．８２１２．１４－１８．９７０．５１

ｂ＊ －６．２５４０．９２３７．７１－３１．５５－７．８０８．４９

試
料
番
号

好 感 度

とても
良 い 良 い

どちらか
という
と良い

どちらか
という
と悪い

悪い しても
悪 い

� ３ ６ ７ ５ ０ ０
� ３ ６ ８ ３ １ ０
� １ ４ ７ ６ ２ １
� ５ ８ ５ ２ １ ０
� ５ ７ ６ ２ １ ０
� ２ ６ ７ ５ １ ０
� ０ ４ ６ ４ ５ ２
� ２ ５ ４ ４ ４ ２
� ２ ４ ４ ４ ４ ３
	 ３ ６ ３ ５ ３ １

 ２ ５ ５ ５ ３ １
� ０ ３ ３ ５ ７ ３
� ５ ４ ３ ４ ４ １
 ４ ４ ２ ６ ４ １
� ４ ４ ３ ７ １ ２
� ６ ７ ２ ４ １ １
� ４ ７ ４ ４ １ １
� ４ ７ ２ ６ ０ ２

� � � � � � � � � 	 
 � �  � � � �
� １．０００

� ０．５３９１．０００

� ０．１７８０．６０２１．０００

� ０．７２３０．６９１０．２５１１．０００

� ０．５０７０．５２４０．２１５０．６９６１．０００

� ０．４１７０．７０７０．６２９０．４２４０．２５４１．０００

� －０．１３９０．１５７０．１５００．１２７０．４０１－０．０６２１．０００

� －０．２５１０．１３５０．２４１０．０２００．３３４－０．０１８０．８５４１．０００

� －０．１５１０．０２９０．０７７０．０８３０．３１２－０．０９５０．８９３０．９０３１．０００

	 ０．０５５０．０５３０．００９０．３１４０．４３９０．１３６０．６８８０．６９７０．７８５１．０００


 －０．０１２－０．０７９－０．１４００．２６９０．４７９－０．２３１０．６３１０．６９５０．７１３０．８０５１．０００

� ０．０８９０．１５８０．２８１－０．０１２０．２７６０．１３００．４１６０．６４７０．４９３０．５１４０．４３０１．０００

� ０．２２２０．３５６０．５０５０．２９５０．４３７０．１４９０．０５３０．１７４０．０２７０．０８１０．１４６０．４０１１．０００

 ０．２７００．５２６０．６４４０．２９５０．５４００．２６００．２２４０．３０８０．１３９０．０５４０．０９３０．４６８０．９１１１．０００

� ０．２５３０．４５２０．６４３０．３４７０．５９８０．１９４０．３１４０．４１８０．３０１０．１８９０．２５００．４８４０．８６５０．９４１１．０００

� ０．２９００．４６８０．４０７０．４０８０．５３４０．２４２０．０６９０．１０８－０．１１００．０９１０．２３９０．３６７０．８２５０．７８４０．６８６１．０００

� ０．３２００．５０９０．４５３０．４８８０．７０００．２０９０．２３８０．２８５０．１４３０．２３４０．３４４０．４５３０．８７３０．８８００．８７８０．９１３１．０００

� ０．３５５０．５２３０．４３８０．３５４０．５４２０．３５７０．０５８０．２０５－０．００６０．１１７０．１９１０．５２３０．７８８０．８４５０．７４５０．８８２０．８８０１．０００
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いるかに相当し、元の変量より少ない変量に集約

する因子分析の趣旨から考えて固有値１未満の因

子については棄却した結果、４つの因子が抽出さ

れた。各因子の寄与率は第１因子から第４因子の

順に小さくなっている。また累積寄与率は４因子

全体で８５％である。

３－２ 多変量統計解析

主成分分析法により得られた因子の固有値によ

り因子数を４と推定し、因子分析（主因子法）を

行った。さらに、バリマックス法で因子分析の結

果を変換することで各因子と試料の相関の明確化

を行った。この結果を表５に示す。表中の値は各

因子と各試料との相関を示しており、絶対値が１

に近いほど相関が高く０に近いほど相関が低いこ

とを示している。

第１因子は試料�から�までのグループが約

０．８以上の値を示し、ヘアライン加工された試料

全てと高い相関を示している。第２因子は試料�

から�までのグループが相関係数０．５以上を示し

無光沢めっき試料と高い相関を示している。第３

因子は試料�を除く�から�のグループで、第４

因子は試料�から�のグループでともに相関係数

が高くなっており光沢めっき試料と高い相関を示

している。特に第３因子では試料�、試料�の寒

色系の相関係数が比較的高く、第４因子では、試

料���の暖色系で相関係数が比較的高くなって

いる。以上のように好感度に影響を与える因子と

しては第１因子がヘアライン加工めっき、第２因

子が無光沢めっきと表面形状のみに強く依存する

因子であるが、第３、第４因子は光沢めっきの中

で寒色系、暖色系というめっきの色彩を含む因子

に整理された。ヘアライン加工めっきグループ及

び無光沢めっきグループ内では全体的な表面形状

の影響が大きいことから色彩の影響は、認められ

なかった。

これらの結果から、色彩と表面形状を同時に変

化させた試料に対して印象の好感度に影響する因

子はめっき表面の形状が大きく、色彩については

影響が小さいことが判明した。これは表面状態に

ついての印象は共通の認識があるのに対して色彩

は各個人による個人差が激しいためと考えられる。

次に各因子の寄与率の大小から３種類のめっき

形状の中ではヘアライン加工めっきが使い手に与

える印象が最も強く、無光沢めっき、光沢めっき

表４ 因子の固有値と寄与率 表５ 因子と試料の相関

固有値の大きさ 寄与率（％） 累積寄与率（％）
因子１ ７．６８ ４２．７ ４２．７
因子２ ４．０９ ２２．７ ６５．４
因子３ ２．０８ １１．６ ７７．０
因子４ １．５０ ８．３ ８５．３
因子５ ０．７８ ４．３ ８９．６
因子６ ０．５２ ２．９ ９２．５
因子７ ０．４０ ２．２ ９４．７
因子８ ０．２６ １．５ ９６．２
因子９ ０．２０ １．１ ９７．３

試料
番号 因子１ 因子２ 因子３ 因子４

� ０．０１１ －０．１７６ ０．７８５ ０．２４１
� ０．１５４ －０．００２ ０．５２９ ０．６９０
� ０．３８０ ０．０２０ －０．０５２ ０．７６０
� －０．００１ ０．０８９ ０．８７５ ０．２３５
� ０．２９２ ０．３３３ ０．６００ ０．０２３
� －０．０６３ －０．０７４ ０．４０６ ０．８４８
� －０．０２２ ０．８９３ ０．００１ ０．０５０
� ０．１３１ ０．９１１ －０．１８０ ０．０７３
� －０．０８９ ０．９６４ －０．０３５ ０．００１
	 －０．１１９ ０．８６２ ０．２７１ －０．０５１

 ０．０８２ ０．７９０ ０．１９０ －０．４１２
� ０．４１９ ０．５２６ －０．１８０ ０．０７８
� ０．８９９ －０．０６０ －０．０７４ ０．０１３
 ０．８５８ ０．０３４ －０．０６０ ０．２１８
� ０．７８８ ０．１８９ －０．０２７ ０．１７０
� ０．８１６ －０．０９０ ０．１３４ －０．０１８
� ０．８２０ ０．１０４ ０．１６７ ０．００１
� ０．７９９ －０．０３１ ０．１０５ ０．１１１
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の順に印象は小さくなっていくことがわかった。

さらに第３、第４因子の結果から光沢めっきで

は色彩についての好感度の判断がなされており、

めっきの色彩を強調する場合は光沢面のほうが有

利であることがわかった。その場合、寒色系、暖

色系で色彩が判断されていることが示唆された。

４ 結 言

色彩と表面形状を同時に変化させためっき試料

について、パネラーによる好感度評価を行い、使

い手が好感を持つめっき皮膜の作成技術について

検討したところ以下の結果が得られた。

１） 印象の好感度に影響する因子はめっき表面の

形状が大きく、色彩については影響が小さい。

２） ３種類のめっき形状の中ではヘアライン加工

めっきが使い手に与える印象が最も強く、無

光沢、光沢の順に小さくなる。

３） 光沢めっき面ではめっきの色彩についても好

感度の評価対象となる。
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